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将来見通しに関する注意事項

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、

結果を招き得る不確実性に基づくものです。

 それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。リスクや不確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、

不確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する

クレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制へ

の傾向、国内外の事業に影響を与える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに

限定されるものではありません。

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を

欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありま

せん。

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、

それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。



2

伸長する新製品群

イーストアジアの進展

 リーンで効率的なオペレーション

加速するプロダクトクリエーション

計画「はやぶさ」が順調にスタート
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２０１０年４月-６月 ２０１１年４月-６月

実績 実績 前同比

連結売上高 2,045 1,673
82

[85]

（億円、％）

第１四半期決算 売上高ハイライト
計画通りの進捗

2011年度第1四半期期中平均レート：
米ドル：81.7円（前期変動率△11.2%）、ユーロ：117.4円（同+0.4%）、ポンド：133.2円 （同△2.7％）

［］内は現地通貨ベース

２０１０年４月-６月 ２０１１年４月-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

イースト アジア リージョン売上高

（日本売上高）

934

（862）

45.7

（42.1）

988

（918）

59.1

（54.9）

106

（107）

２０１０年４月-６月 ２０１１年４月-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

オンコロジーフランチャイズ
売上高

203 9.9 240 14.3
118

[132]



新製品による貢献が加速
2010年度以降発売の新製品*4品で第1四半期計110億円 前同比+201%
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（億円）

2010年4月-6月 2011年4月-6月 前年同期差

ハラヴェン - 26 +26

トレアキシン/シンベンダ - 8 +8

ヒュミラ* 35 55 +20

リリカ（アライアンス収入） 2 21 +19

総計 37 110
+73

(前同比+201%)0
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2010年4月-６月 2011年4月-６月

（億円）

第1四半期の新発売品

ハラヴェン：4月の英国を皮切りに、欧州で順次上市 （スウェーデン、デンマーク、フィンランド、
ドイツ、オーストリア、ノルウェー、オランダ、ポルトガル、スペイン）
シンガポールでも5月新発売

ガスモチン：4月 フィリピン、グルファスト：6月 タイ

*新適応拡大した製品を含む
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7月19日にハラヴェン日本新発売
新規の作用機序を有する微小管ダイナミクス阻害剤

ハラヴェン静注1mg (エリブリンメシル酸塩)

7月19日に新発売

・適応症：手術不能または再発乳癌

・単剤で全生存期間を延長

・プレメディケーション不要、短時間投薬で

患者様、薬剤師、看護師の時間的精神的

負担を軽減

・良好な忍容性プロファイル

・日本企業単独で創薬から開発まで成し遂

げた真のメイドインジャパン製品

ハラヴェン適正使用の徹底を目的とした講演会を全国20都市以上で実施中

全1,400名のMRによる適正使用の徹底



乳がん適応拡大によりグローバルな成長が加速
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米国で患者様貢献が加速するハラヴェン 売上高 ３１百万ドル

 発売以来１８００以上の施設に納入され、計画を上回るペースで、転移性乳がん
患者様に貢献

 ＡＳＣＯをはじめとした主要癌領域学会における積極的なパブリケーション活動と
的確なターゲティングにもとづいたプロモーション活動を展開中

 転移性乳がん４ｔｈライン以降の治療において１５％、３ｒｄラインで５％のシェアを
確保*（上市８ヶ月目）

 ペイシェント アシスタント プログラムにより患者様のアクセス確保

欧州において発売開始 順調な立ち上がり

 すでに販売している英国、スウェーデン、デンマーク、フィンラン
ド、ドイツ、オーストリア、ノルウェー、オランダ、ポルトガル、スペ
インに加え、スイスでは５月に承認、７月に販売を開始

*出典:  IntelliView data from IntrinsiQ, LLC. Research, Market Share Data: 2010-2011; 
Information on proprietary and non-published data is available at www.intrinsiq.com; Accessed July 2011
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（億ドル）
ハラヴェン売上高予測

ハラヴェン極大化への道筋
乳がん適応拡大によりグローバルな成長が加速

0.0

0.5

1.0

2011年度見通し 2012年度目標 2013年度目標 2014年度目標 2015年度目標

米国 欧州 イーストアジア ﾆｭｰﾏｰｹｯﾄ ｱｾｱﾝ 合計

7月に日本での
上市を達成し、
2015年10億ドル
へ向けての新たな
マイルストンを実現

米：転移性乳がん（サードﾗｲﾝ＋）
欧：局所進行性・転移性乳がん（サードライン＋）
日：手術不能又は再発乳癌5

0

乳がん
セカンドﾗｲﾝ（欧米）

肉腫
非小細胞肺がん

10
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未だ満たされていない医療ニーズ充足に向けて
ベンダムスチン塩酸塩 シンガポール、日本に加えて韓国でも承認取得

2010年9月 シンガポール シンベンダ®で新発売
再発又は難治性低悪性度Ｂ細胞性非ホジキンリンパ腫
ならびに慢性リンパ性白血病

2010年12月 日本 トレアキシン®で新発売
再発又は難治性低悪性度Ｂ細胞性非ホジキンリンパ腫
ならびにマントル細胞リンパ腫

日本における専門医療施設カバー率は、ほぼ100% *

201１年5月 韓国 シンベンダ®承認取得
多発性骨髄腫ならびに慢性リンパ性白血病

アルキル化剤とプリンアナログ様構造を有する新しいＤＮＡ作用剤

適応拡大（再発・難治性 中高悪性度非ホジキンリンパ腫）も進行中

リンパ腫患者様の新たな希望となりうる製品

* 社内推計



日本市場でのヒュミラの価値最大化に向けて
今期売上目標220億円 中期的に日本・韓国・台湾トータルで500億円レベルをめざす

製品名
適応

ヒュミラ インフリキシマブ エタネルセプト トシリズマブ アバタセプト ゴリムマブ

関節リウマチ （RA）
2008年4月

承認
承認 承認 承認 承認 承認

RAにおける関節の
構造的損傷の防止

2011年度
申請予定

承認 承認 承認

強直性脊椎炎
2010年10月

承認
承認 （海外承認） （海外承認）

若年性特発性関節炎
2011年7月

承認
承認 承認 （海外承認）

乾癬
2010年1月

承認
承認 （海外承認） （海外承認）

クローン病
2010年10月

承認
承認

潰瘍性大腸炎
2011年度
申請予定

承認
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期待の大型成長ドライバー リリカの順調な成長

2010年 4月16日 製造販売承認取得

2010年 6月11日 薬価収載

2010年 6月22日 発売 帯状疱疹後神経痛

2010年10月27日 効能効果変更 末梢性神経障害性疼痛

2011年 7月 1日 投薬期間制限解除により長期処方が可能に

線維筋痛症の国内臨床試験（第3相）において良好な結果を示す

「線維筋痛症（Fibromyalgia）を対象とした臨床試験 －リリカ（プレガバリン）A0081208試

験－の主要な試験結果を発表しました。本試験では、主要評価項目である平均疼痛スコア

においてプラセボに対してプレガバリンで統計的に有意な疼痛改善が示されました。」
<2011年7月6日 ファイザー株式会社 リリースより抜粋>

第1四半期のアライアンス収入は21億円
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イースト アジアが成長を力強く牽引

•出典： * １ ©2011IMS Japan, JPM 2011年4月-6月、 * ２社内推計 * 3 IMS Japan JPM 2011年6月をもとに作成、無断転載禁止

医療用医薬品事業(ジェネリック含む）は市場を5.6ポイント上回る業界トップレベルの

成長（+11%）で国内メーカー5位へ躍進*1

アリセプト(285億円)は、2桁成長を継続し、国内No.1の地位を獲得*1

10ｍｇ錠も着実に成長（+55%） *2

パリエット(148億円)は、6月単月でトップシェア38.6% *3獲得

ローカル･トップのリーダーシップのもと、オンコロジー、中枢神経疾患、肝臓疾患、プライマリー
ケアのビジネスユニット体制へ転換

• 主力製品のアリセプトやメチコバールは、北京、上海など大都市でも保険償還開始

• アリセプトは堅調に２桁成長 売上高 +38% （前同比 現地通貨ベース）

2011年7月 中国における乳がん治療剤Fareston （toremifene citrate）とパーキンソン病
治療剤Eldepryl （selegiline hydrochloride）につきOrion Corporationとの包括的販売提携を
発表

日本事業

中国事業



 米国におけるインディペンデントマーケティングの進展による収益構造の転換

– アライアンス費の低下(現通ベース前年同期比 約7割減）

– アライアンス費以外の販売管理費の抑制(現通ベース前年同期比 約2割減）

– 米国アリセプトフランチャイズの売上（57百万ドル、-89%）が減少するなかで、

オンコロジーフランチャイズへのトランスフォーメーションが進展 売上比率 50.5%

 欧州では「One Europe」として対象患者様への製品提供に向けさらなる
マーケット・アクセスの拡大を企図する

– オンコロジーフランチャイズは、ICBU(Institutional Care Business Unit)約60名で全

欧州をカバー

– 資源最適化を企図した汎欧州ビジネスユニット体制（EPBU：Epilepsy Business Unit 

約175名）により、てんかんフランチャイズは着実な成長（+17%)

リーンで効率的なオペレーション

12

約120人のＭＲ体制で、ウィメンズ オンコロジーを核にオンコロジーフランチャイズの拡大
米国 オンコロジーフランチャイズ売上高 276百万ドル（+28%）
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陸続と上市が期待される新製品群
2011年7月までの新製品の承認と申請

*パートナーによる申請

6月 欧州 ペランパネル （難治性部分てんかん発作併用）

7月 米国 ダコジェン （急性骨髄性白血病）

7月 欧州 ゾネグラン （単剤療法）

4月 日本 ハラヴェン （乳がん）

4月 日本 リパクレオン （膵外分泌機能不全における膵消化酵素の補充）*

5月 スイス ハラヴェン （乳がん）

5月 日本 ワソラン （小児）

5月 韓国 シンベンダ （多発性骨髄腫、 慢性リンパ性白血病）

6月 カナダ BANZEL （レノックス・ガストー症候群）

7月 日本 ヒュミラ （若年性特発性関節炎）*

申請受理

承認取得
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部分てんかん発作の
併用療法

全般性強直性間代性
てんかん発作の併用療法

部分てんかん発作
単剤療法

レノックス
ガストー症候群

部分てんかん発作
（小児併用療法）

2015年度以降

10億ドルレベルを
めざす

2015年度まで

5億ドルレベルを
めざす

抑制性

シグナル

抑制性
GABA

シグナル
興奮性
AMPA

シグナル

興奮性

シグナル

興奮性
AMPA

シグナル

抑制性

シグナル

抑制性
GABA

シグナル

ペランパネルは興奮性および抑制性
神経伝達系の不均衡を改善

ペランパネル

ぺランパネル
ファーストインクラスのAMPA受容体拮抗剤

３つのグローバルフェーズⅢ試験結果より、中央値におい

て部分てんかん発作頻度を４０％減少（プラセボ１３％）、

レスポンダー比率４０％（プラセボ１７％）の有効性を確認

二次性全般発作に対しても有効性を確認

重篤な副作用は認められず

一日一回経口投与で、シンプルな用法用量

てんかん患者様の部分発作を適応症として欧州MAA申

請を達成＊

全般てんかん患者様における難治性強直間代発作併用

療法について、フェーズⅢ試験実施中、難治性部分てん

かん発作単剤療法、レノックス・ガストー症候群について、

フェーズⅢ試験準備中

＊：米国ＮＤＡ再提出準備中
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Farletuzumab (MORAb-003)
ファーストインクラスの葉酸受容体アルファに対するモノクローナル抗体

フェーズⅡ試験において20%の患者様で第１次

寛解を上回る第２次寛解の持続が認められた

（標準治療では5%未満）

プラチナ感受性卵巣がん：フェーズⅢ試験が順調

に進行中（FAR-131試験）
 初回再発性卵巣がん患者様で、ファーストライン

標準治療単独に対し、 farletuzumab併用での無

増悪生存期間の延長を検討

 2012年度申請予定（日米欧）

プラチナ耐性卵巣がん：フェーズⅡ/Ⅲ試験

（FAR-122試験）
 週１回タキサン治療に対して、 farletuzumab併

用での全生存率の向上を検討

 2012年度の試験終了を目標とする

非小細胞肺がん：フェーズⅡ進行中
 バイオマーカーにより葉酸受容体α陽性の

患者様のみをエントリー

シグナル伝達

悪性形質転換の細胞内パスウェイ

Nucleus

P-

Cell transformation
& proliferation

Cell stasis &
suppressed proliferation

antibody mediated 
cytoxicity via

ADCC and CDC

Lyn kinase

over-expressed 
folate receptor alpha

過剰発現された
葉酸受容体アルファ

ＡＤＣＣまたはＣＤＣによる
抗体依存性細胞障害

farletuzumab は葉酸受容体アルファに依存した
シグナル伝達と免疫エフェクター作用により抗腫瘍
作用を発現する

ADCC = 抗体依存性細胞障害作用
CDC = 補体依存性細胞障害作用



評価部位の平均最大径の変化

Lｅｎｖａｔｉｎｉｂ
タイムリーな開発でアンメットメディカルニーズを充足

16

部分寛解(PR) 34 例(59%)

(95% 信頼限界) (45-71%)

分化型甲状腺がん

メラノーマ

 フェーズⅡ試験において、分化型甲状腺
がんの患者様で、高い腫瘍縮小効果

 事前のＶＥＧＦ受容体標的療法実施
の有無に関わらず薬効を示す

 フェーズⅢ試験進行中
 2013年度申請予定（日米欧）

 フェーズⅠ試験において、BRAF野生型で
高い腫瘍縮小効果

 BRAF遺伝子の変異状態に着目した
フェーズⅡ試験を実施中

ユニークな受容体チロシンキナーゼ（RTK）阻害プロファイルを有するマルチキナーゼ阻害剤として、
複数のがん種での効果が期待される分子標的薬

BRAF野生型の平均最大径の変化



2011年度 2012年度 2013年度 2014年度以降

中枢
神経

がん

クリティカ
ルケア

消化器
泌尿器
等

1717

ヒュミラ *
潰瘍性大腸炎

ヒュミラ *
関節の構造的損傷

ウリトス
過活動膀胱

アリセプト
レビー小体型認知症

エリブリン
前治療歴の少ない

難治性乳がん

lenvatinib
メラノーマ

lenvatinib
子宮内膜がん

E5501
特発性血小板
減少性紫斑病

E2212
AD

BAN2401
AD

ぺランパネル
難治性部分

てんかん発作 単剤

E2609
AD

AS-3201
糖尿病性
神経障害

ベンダムスチン*
多発性骨髄腫

MORAb-009
中皮腫

E6201
固形がん

MORAb-004
固形がん

E7050
固形がん

MORAb-028
メラノーマ

ONTAK
末梢性T細胞

リンパ腫

MORAb-022
関節リウマチ

E5501
肝疾患に伴う血小板
減少症-短期投与

E5501
肝疾患に伴う血小板
減少症-長期投与

E6201
乾癬

申請スケジュール
陸続と申請を迎える豊富なパイプライン

リーバクト
非代償性肝硬変

ゾネグラン
単剤

lenvatinib
甲状腺がん

ペランパネル
全般てんかん患者に

おける難治性強直間代発作
併用

ベンダムスチン *
再発・難治性 中高

悪性度非ホジキンリンパ腫

ぺランパネル
レノックス
ガストー症

farletuzumab
卵巣がん

lorcaserin*
肥満症

シニタプリド
機能性胃腸症

： フランチャイズ自社主力品

＊ ： パートナーによる申請

： 申請済み/申請手続き中

E7016
固形がん

ダコジェン
AML

エリブリン
肉腫

ペランパネル
難治性部分てんかん発作

併用

ゾネグラン
小児

エリブリン
非小細胞肺がん
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2011年度第1四半期連結決算概要
と通期連結業績見通し
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２０１０年４月-６月 ２０１１年４月-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 2,045 100.0 1,673 100.0 82

売上原価 435 21.3 430 25.7 99

売上総利益 1,609 78.7 1,243 74.3 77

研究開発費 360 17.6 337 20.2 94

販売管理費 921 45.1 684 40.9 74

営業利益 328 16.0 222 13.3 68

経常利益 302 14.8 212 12.6 70

四半期純利益 188 9.2 135 8.1 72

（億円、％）

第１四半期連結業績
第2四半期累計見通しに向けて着実な進捗

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2011年度第1四半期期中平均レート：米ドル：81.7円（前期変動率△11.2%）、ユーロ：117.4円（同+0.4%）、ポンド：133.2円
（同△2.7％）

キャッシュ・インカム 326 259 79
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2020

収益構造のトランスフォーメーションは成功裏にスタート
営業利益率は計画「はやぶさ」の軌道へ

優先プロジェクト
へのフォーカス

さらなる効率化

「はやぶさ」初年度
の計画実現へ

同レベルを維持

11月 米国アリセプト
物質特許満了

 米国アリセプト売上減
 リーン体制への移行に

伴う退職関連費用計上
 新製品群の立ち上げ

 リーンオペレーション
効果の部分的貢献

 新製品群の伸長

 リーンオペレーション
効果のフル貢献

 新製品群の貢献拡大

売上1551億円 売上1673億円

営業利益率

販売管理費率

研究開発費率

売上原価率
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営業利益計画の達成 収益性向上に向けたドライバー

オンコロジーフランチャイズを中心にパートナーに依存しない

高収益製品群の急進拡大

イースト アジア リージョンの続伸

リーンオペレーションによる販売管理費のさらなる効率化

2011年度の営業利益1090億円（営業利益率15.6%）へ
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オンコロジーフランチャイズ売上高
オンコロジーフランチャイズへのトランスフォーメーションが加速

（億円、％）

（億円）

がん関連製品は現地通貨ベース+32％成長し、売上比
率は14.3%へ（前年同期は9.9%）

２０１０年

4月-6月
２０１１年4月-6月

実績 実績 前同比

ハラヴェン － 26 *1 －

シンベンダ
／トレアキシン*2 － 8 －

Aloxi 88 97 109[123]

Dacogen 43 49 113[127]

Fragmin 43 35 81[92]

その他 28 25 89[98]

がん関連製品 203 240 118[132]

［］内は現地通貨ベース

*1 ハラヴェンの米国売上高は$31M
*2 シンベンダ（シンガポール）は2010年9月、トレアキシン（日本）は2010年12月に上市
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Aloxi Dacogen

Fragmin その他
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アリセプト パリエット/アシフェックス売上高
イースト アジア リージョンの堅調

（億円、％）

２０１０年

4月-6月
２０１１年4月-6月

実績 実績 前同比

イーストアジア
（日本）

265

(253)

300
(285)

113
(113)

米国

[百万米ドル]

502

[545]

47
[57] *1

9
[11]

欧州 58 68 118

ニューマーケット
アセアン

4 5 113

計 829 420 51[52]

日本、欧州、ニューマーケット アセアンで２桁成長を
遂げる

［］内は現地通貨ベース

*1 米国はアリセプト23mgの売上高$10Mおよび
AG（オーソライズドジェネリック）$30Mを含む

アリセプト （億円、％）

２０１０年

4月-6月
２０１１年4-6月

実績 実績 前同比

イーストアジア
（日本）

160

(151)

155
(148)

97
(98)

米国
[百万米ドル]

170

[185]

158
[194]

93
[105]

欧州 18 14 80

ニューマーケット
アセアン

5 4 92

計 353 332 94[100]

［］内は現地通貨ベース

パリエット/アシフェックス

*2 ©2011IMS Japan, JPM 2011年4月-6月をもとに作成、無断転載禁止

日本ではジェネリック参入にも関わらず売上前年比は、
ほぼ横ばいを維持（卸出荷ベースでは前年比＋８％*2の
伸長）
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セグメント売上高
イーストアジアへのリージョナルトランスフォーメーションが進展

２０１０年

4月-6月
２０１１年4月-6月

売上高 構成比 売上高 構成比 前同比

イーストアジア*

（日本）

934

（862）

45.7

（42.1）

988

（918）

59.1

（54.9）

106

（107）

米国* 886 43.3 448 26.8
51

[57]

欧州* 111 5.4 123 7.3
110

[110]

ニューマーケット
アセアン* 18 0.9 18 1.1

101

[106]

報告セグメント計 1,949 95.3 1,577 94.2 81

その他事業 96 4.7 96 5.8 100

連結売上高 2,045 100.0 1,673 100.0
82

[85]

（億円、％）

（億円）

［］内は現地通貨ベース*イースト アジア、米国、欧州、ニューマーケット アセアンは医薬品事業
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セグメント利益
イーストアジアの拡大に加え米国事業は20%超の収益性を確保

２０１０年4月-6月 ２０１１年4月-6月

セグメント
利益

構成
比

利益率
セグメント

利益
構成
比

利益率 前同比

イーストアジア*

（日本）

385

（368）
54.5 41.2

422

（403）
72.5 42.7

110

(110)

米国*

［百万米ドル］

265

[288]
37.5 29.9

103

[127]
17.8 23.1

39

[44]

欧州* 13 1.8 11.5 11 1.9 9.0 86

ニューマーケット
アセアン* 3 0.5 18.7 2 0.3 8.7 46

報告セグメント
計

666 94.2 34.2 538 92.4 34.1 81

その他事業 41 5.8 42.5 44 7.6 46.2 109

研究開発費および

親会社の本社管理
費等

△379 18.6 △360 21.5 95

連結営業利益 328 16.0 222 13.3 68

（億円、％）

*米国医薬品事業の現地通貨ベースセグメント利益は期中平均レートに基づき算出

*イースト アジア、米国、欧州、ニューマーケット アセアンは医薬品事業

（億円）
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２０１０年度 ２０１１年度

実績 売上比 見通し 売上比 前期比

売上高 7,689 100.0 7,000 100.0 91

売上原価 1,678 21.8 1,800 25.7 107

売上総利益 6,011 78.2 5,200 74.3 87

研究開発費 1,450 18.9 1,320 18.9 91

販売管理費 3,430 44.6 2,790 39.9 81

営業利益 1,131 14.7 1,090 15.6 96

経常利益 1,052 13.7 1,040 14.9 99

当期純利益 674 8.8 695 9.9 103

（億円、％）

ＥＰＳ（円） 236.5 243.9

キャッシュ・インカム 1,200 1,200

配当金（円） 150 150

２０１１年度 連結業績見通し

キャッシュ・インカム：成長投資・事業開発、配当支払、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額
算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む）

2010年度期中平均レート：米ドル85.7円（前期変動率△7.7%）、ユーロ：113.1円（同△13.7%）、ポンド：133.1円（同△10.2％）
2011年度予想レート 米ドル：85円、 ユーロ：110円、 ポンド：135円
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イースト アジア医薬品事業の業績

２０１０年４-６月 ２０１１年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 934 100.0 988 100.0 106[106]

アリセプト 265 28.4 300 30.3 113[113]

パリエット 160 17.2 155 15.7 97[  97]

メチコバール 100 10.7 94 9.5 93[  95]

ヒュミラ 35 3.7 55 5.5 157[158]

強力ミノファーゲンシー/グリチロン 21 2.2 19 1.9 93[ 96]

セグメント利益 385 41.2 422 42.7 110

［］内は現地通貨ベース

（億円、％）



2929

（億円、％）

イースト アジア医薬品事業の業績

２０１０年４-６月 ２０１１年４-６月
実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 315 100.0 330 100.0 105
メチコバール 149 47.2 146 44.4 98
強力ネオミノファーゲンシー/グリチロン 61 19.3 67 20.3 110
アリセプト 22 7.1 31 9.3 138
パリエット 26 8.4 20 6.1 77

（百万RMB、％）＜中国＞

２０１０年４-６月 ２０１１年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 862 100.0 918 100.0 107

医療用医薬品計 771 89.5 821 89.4 106

アリセプト 253 285 113

パリエット 151 148 98

メチコバール 80 74 94

ヒュミラ 26 46 175

アクトネル 29 29 99

一般用医薬品 45 5.3 50 5.5 111

ジェネリック医薬品 30 3.5 32 3.5 106

診断薬 15 1.7 15 1.6 100

セグメント利益 368 42.7 403 43.9 110

＜日本＞
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（百万米ドル、％）

米国医薬品事業の業績

２０１０年４-６月 ２０１１年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 963 100.0 548 100.0 57

アリセプト 545 56.7 57*1 10.5 11

アシフェックス 185 19.2 194 35.4 105

ハラヴェン － 31 －

Aloxi 96 118 123

Dacogen 47 60 127

MGI計 152 187 123

Fragmin 47 43 92

がん関連領域計 216 22.4 276 50.5 128

セグメント利益*2 288 29.9 127 23.1 44

*1 米国はアリセプト23mgの売上高$10MおよびAG（オーソライズドジェネリック） $30Mを含む

*2 米国医薬品事業の現地通貨ベースのセグメント利益は期中平均レートに基づき算出
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（億円、％）

欧州 ニューマーケット アセアン医薬品事業の業績

２０１０年４-６月 ２０１１年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 111 100.0 123 100.0 110[110]

アリセプト 58 51.9 68 55.7 118[119]

パリエット 18 16.3 14 11.8 80[79]

ゾネグラン 11 9.7 12 9.6 109[109]

セグメント利益 13 11.5 11 9.0 86

［］内は現地通貨ベース

２０１０年４-６月 ２０１１年４-６月

実績 売上比 実績 売上比 前同比

売上高 18 100.0 18 100.0 101[106]

アリセプト 4 24.8 5 27.9 113[119]

パリエット 5 25.6 4 23.5 92[ 98]

セグメント利益 3 18.7 2 8.7 46

［］内は現地通貨ベース

（億円、％）＜ニューマーケット アセアン＞

＜欧州＞


